





























































































では2000年（ゼロ年）代と2010年代の対比を視野に，2004 ～ 2009年および2010 ～ 2016年とい
う括りにしている。














新興4か国 南アフリカ - 28.9 28.1 （2016年） 米州 アメリカ 11.8 11.0 10.3 （2016年）
ブラジル 18.6 17.7 18.9 （2016年） カナダ 29.5 28.9 28.4 （2016年）
インド 13.4 12.8 12.8 （2011年） メキシコ 15.3 13.5 12.5 （2016年）
中国 31.6 40.7 44.9 （2015年） ベネズエラ - 0.2 0.2 （2012年）
アジア 日本 18.4 17.7 17.3 （2016年） コロンビア 9.8 9.6 9.5 （2016年）
韓国 10.2 10.0 10.1 （2015年） ペルー 4.4 4.8 5.7 （2016年）
台湾 39.9 39.3 39.3 （2010年） チリ 15.6 17.0 19.6 （2016年）
香港 22.7 24.9 26.1 （2016年） パラグアイ - 6.2 6.7 （2015年）
シンガポール 18.6 19.8 21.2 （2015年） ウルグアイ 16.6 29.1 30.1 （2013年）
タイ 3.1 3.5 3.5 （2016年） アルゼンチン 33.2 30.0 27.7 （2014年）
マレーシア 10.2 9.0 8.8 （2016年） 欧州 イギリス 28.1 25.4 23.5 （2016年）
インドネシア 9.4 7.0 7.0 （2012年） フランス 8.0 8.0 7.9 （2015年）
フィリピン 11.1 8.6 8.7 （2014年） ドイツ 20.3 18.0 17.0 （2016年）
ベトナム - 14.6 14.6 （2011年） オランダ 20.1 18.4 17.3 （2016年）
カンボジア - 9.6 9.6 （2012年） ベルギー 54.5 54.5 54.2 （2015年）
ラオス - 15.5 15.5 （2010年） スイス 18.5 16.6 15.7 （2015年）
ミャンマー - 1.0 1.0 （2015年） イタリア 33.6 35.8 34.4 （2016年）
スリランカ - 14.9 15.3 （2016年） スペイン 15.7 16.2 13.9 （2015年）
パキスタン 6.1 - 5.6 （2008年） ポルトガル 21.2 18.2 16.3 （2015年）
アフリカ チュニジア - 20.4 20.4 （2011年） ギリシャ 23.4 21.3 18.6 （2016年）
セネガル - 22.4 22.4 （2015年） デンマーク 68.9 69.1 67.2 （2016年）
ウガンダ 1.5 - 1.5 （2005年） ノルウェイ 53.7 52.8 52.5 （2015年）
タンザニア - 29.7 24.3 （2015年） スウェーデン 72.3 67.5 67.0 （2015年）
ザンビア 42.1 26.3 25.9 （2014年） フィンランド 70.1 66.7 64.6 （2016年）




オーストラリア 20.5 16.6 14.5 （2016年） チェコ 18.1 13.6 10.5 （2016年）
ニュージーランド 21.6 19.7 17.9 （2015年） スロバキア 19.9 13.2 11.2 （2015年）
イスラエル - 26.5 28.0 （2016年） ロシア 40.7 32.9 30.5 （2015年）










































































2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
南アフリカ - - - - 51 74 67 99 114 88 110 - 132
102 99 75 57 - - - - - - - - -
ブラジル 299 320 316 411 - - - - - - - - -
- - - - 518 446 554 873 - - - - -
インド - - - - 391 429 - - - 287 150 102 -
456 430 389 423 - - - - - - - - -
中国 - - - - - - - - - - - - -








































































Langford 2010; 權 2005）。
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働総同盟・産別会議（American Federation of Labor and Congress of Industrial 
Organizations: AFL-CIO）の1990年代の取組みや行動方針などをめぐって，それ































































































からか，先進国の社会運動ユニオニズムへの関心が強い（新川・篠田 2009; 山田 2014）。ただし新川・
篠田（2009）は1980年代の韓国の労働運動を，また遠藤（2012）は新しい労働組織の観点から韓国
に加えて，中国の草の根労働NGOについて論じている（澤田 2012）。
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（New Trade Union Initiative: NTUI）は，特定の政治思想にとらわれず，幅広
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人口　（人） 出生率　（人） 出生時平均余命（年） 5歳未満乳幼児死亡率（人）
1980年 2019年 この間の年平均成長率 1980年 2018年 1980年 2018年
この間の
伸び 1980年 2019年
南アフリカ 28,556,769 58,558,270 1.86% 5.0 2.4 58.1 63.9 5.8 年 92.2 34.5
ブラジル 120,694,009 211,049,527 1.44% 4.0 1.7 62.6 75.7 13.0 年 96.1 13.9
インド 698,952,844 1,366,417,750 1.73% 4.8 2.2 53.8 69.4 15.6 年 167.9 36.3
中国 981,235,000 1,397,715,000 0.91% 2.6 1.7 66.8 76.7 9.9 年 62.2 7.9












南アフリカ 830 1,156 1,364 3,753 3,176 2,964 3,496 3,683 3,514 4.2倍 3.8%
ブラジル 2,350 4,620 6,554 22,089 18,022 17,957 20,628 18,855 18,398 7.8倍 5.4%
インド 1,863 3,210 4,684 16,756 21,036 22,948 26,528 27,132 28,751 15.4倍 7.3%
中国 1,911 3,609 12,113 60,872 110,616 112,333 123,104 138,948 143,429 75.0倍 11.7%




















































































































(1) 南アフリカ GDP (2) ブラジル GDP


































































































































































































































南アフリカ 13.5 15.7 12.4 7.3 5.1 5.8 5.3 4.5 6.6 5.2 4.5 4.1 5.3
ブラジル 132.4 532.3 1667.2 19.3 8.7 5.1 5.9 9.0 8.7 3.4 3.7 3.7 6.4
インド 10.5 7.9 10.2 8.9 3.9 7.1 9.5 5.9 4.9 2.5 4.9 7.7 6.4






国 1980年（1） 2018年（2） 1980年 2002年 2017年（3）
南アフリカ 15歳以上 76.2 87.0
- 82.5 104.7
15～24歳 85.2 95.3
ブラジル 15歳以上 74.6 93.2
- 110.0 100.8
15～24歳 83.9 99.2
インド 15歳以上 40.8 74.4
28.9 47.1 73.5
15～24歳 53.8 91.7




















南アフリカ 55.5 （2014年） 18.9 37.6 （2014年）
ブラジル - 4.4 9.2 （2018年）
インド 21.9 （2011年） 21.2 60.4 （2011年）







下位10％ 下位20％ 上位20％ 上位10％
南アフリカ　（2014年） 0.63 0.9 2.4 68.2 50.5
ブラジル　（2018年） 0.54 1.0 3.1 58.4 42.5
インド　（2011年） 0.38 3.3 7.7 46.2 31.7
中国　（2016年） 0.39 2.7 6.5 45.3 29.3
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